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「グッドルーザー（立派な敗者）」でいよう 

 

第 101 回サッカー天皇杯決勝は浦和レッズ対大分トリニータのカードとなりました。そのシーズン

の大分トリニータは J1 リーグ 20 チーム中 18位と低迷し、既に J2 リーグへの降格と片野坂監督

の退任が決まっていました。そんな状況の中、１試合でも長く監督とともにサッカーをしたいと、選手

たちは奮起します。準決勝の相手は圧倒的な成績でそのシーズンのリーグ優勝を決めていた川崎フ

ロンターレ。１点リードされたものの、延長後半アディショナルタイムで同点に追いつき、PK 戦で勝利

しました。大方の予想を覆した快進撃に、大分サポーターだけでなく全国のサッカーファンが大いに

沸きました。 

さて、決勝戦。前半６分に浦和レッズに先制ゴールを許し、苦しい展開が続きましが終了間際の後

半４５分、またしても同点に追いついたのです。しかし、勝利の女神が再び大分トリニータに微笑むこ

とはありませんでした。アディショナルタイムに相手チームの決勝弾を浴びそのままタイムアップとなり

ました。 

退任する監督とサポーターに天皇杯のタイトルを獲らせたいと必死に戦い、あと一歩でその想い

に届かなかった選手たちに、片野坂監督は呼びかけました。「グッドルーザーでいよう。胸を張って顔

を上げてサポーターにあいさつしよう。」 

結果は悔しいものになりましたが、大分トリニータの選手の戦いぶりといさぎよい態度に、観客及

びテレビの前のサッカーファンから大きな賞賛の声があがりました。 

 

さて、5月24日はいよいよ粟生津小学校の大運動会です。運動会ではいろいろな勝負が行われ

ます。勝者が決まればその一方で必ず敗者も生まれます。子どもたちには、競技と応援に全力を尽く

した後は、お互いの健闘をたたえ合う「グッドルーザー」そして「グッドウイナー」であってほしいと思

います。 

 

 

６月の主な予定 
3日(火) 全校朝会 １7日(火) 全校体力テスト 

4日(水) 水６の日 １８日(水) 委員会④ 

４日(水)～５日（木） 6年修学旅行(福島会津) ２３日(月) 歯科衛生指導（２・３校時） 

11日(水) ジュニア長善館（3年） ２５日(水) 水６の日 

 クラブ②  市内合同音楽鑑賞(５・６年) 

１2日(木) 地域合同避難訓練 ２6日(木) スマイル班活動 
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学習参観・学校説明会・ＰＴＡ総会 
4 月 25 日は多くの保護者の皆様よりお越しいただきまし

た。本当にありがとうございました。 

当日の朝、校門前で「今日は参観日だね。頑張って。」と声

を掛けると、満面の笑顔で頷く子、はにかんだような笑顔を見

せる子など反応は様々でした。しかし、どの子もおうちの方々

が学習参観に来てくださることを楽しみにしているようでし

た。お子さんの教室での様子をご覧になっていかがだったで

しょうか。学校という公の場では、家庭とはまた違った成長の

姿が見られることと思います。今後も学校行事や学習参観に

足を運んでいただけたらと思います。また、気になることがあ

りましたらいつでも学校にご相談ください。 

学校説明会・ＰＴＡ総会にも多くの方々からご参加いただき

ました。学校説明会でお話しした「粟生津小学校経営グラン

ドデザイン」「粟生津小学校いじめ防止基本方針」は年度の初めに保護者の皆様とも共有したい内

容です。折りに触れて配付資料をご確認いただけたらと思います。また、学校ホームページ（本紙題

字の二次元コードをご活用ください。）にも掲載しています。ＰＴＡ総会ではいくつかの提案事項につ

いて協議いただきました。会員数等、粟小ＰＴＡを取り巻く状況はこれからも変化していきます。無理

をせず、かつ充実したＰＴＡ活動ができるよう皆様と一緒に考えていきたいと思います。 

5 月も半ばを過ぎ、学校の教育活動・ＰＴＡ活動ともに本格的に始動しています。今後ともご理解

ご協力をお願いいたします。 

 

田植え体験 
5月 7日、３～6年生が田植え体験を行いました。 

太陽の熱で温められた泥に足を踏み入れる感触や

自分が植えた苗が成長していく期待感など、学校田

でしか得られないことはたくさんあります。今後は秋の

稲刈りに向けて全校で稲の成長を見守っていきたい

と思います。また、5 年生は総合的な学習で継続的に

学校田に関わっていく予定です。 

稲作体験活動に関しては、今年度も講師の鈴木様

をはじめ、大勢の地域の皆様からご支援をいただいています。皆様ありがとうございました。今後もよ

ろしくお願いいたします。 


